
矢田監物のいた村

山田の歴史



まえがさ

ぉさなころやだけんもつかんしんそんさいさもんかん

幼い項より矢田監物に関･'_)をいださ､また万姶寺(ぽんしょうじ)　の存宜に疑問を感じてきた｡

し勺上り　　しゅうしゅう　　　や-　　　ねんあま　　　　さいけつ　　なが　　　　　　　　　　　　　　しわよう　　こうきつ　　　　　　　　　　　おや　よだ　　れきし　　か　い　まみ

史料の収集から約二十年余-の歳月が流れたが､それらの資料を考察してい-中で小山田の歴史を垣間見る事と

いまきおや丘だれさしにはんこ-おおながおやよだれきしねんひょう

なった｡今を期に小山田の歴史を日本国という大きな流れの中でたどってみょうと思い､この小山田の歴史年表
さ　-せ　い　　　　　　　　　　　　いた

を作成するに互った｡
ししっ　　　こたい　　　　ちゅつせい　　さんせい　　ちつ̂しん　　　　　　　　　　　　　　　-かい　　　はしょ　　と-てい　　こんなん　　よっ　　　　　　　　か-ほっめん　　　　しり上り

史実は舌代から中世､近世が中心である｡ことばの理解､場所の特定に困難を貴したが､各方面から資料を

こていきょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カたがた　　　　こさよっ-よ-　　　　　　　　　　　　と-　なかねん　おや　まだ　　　や-ぽ　　きんも　　　　とちかいは　つ

御捉供いただき､また山田の多-の方々にも御協力をいただいた｡特に永年小山田の役場に勤務され土地開発､
か∵ニ　　とっさ　　こつ1(,じき上り　　　　　　　　　　　　　　　　いとう　ひとし　　　　　　　　きちよう　　じょうほう　　　　　　　　　　　　なん　　　　かんせい

開墾､登記の今金事業にたずさわられた伊藤人･ '?氏からは貴書な情報をいただいて何とか完成することができたo
こころかんしゃもうしだい

心から感謝を申し上げる次第である｡まだまだ私の知らぬことがた-さんあると思うが､この資料をタタキ台として額み上げていただければ幸いである｡

こうさつあら

考察の中で新たに理解できたこと

ちゅうせい∵Jうよしだこうかふだいみょりじんき

二中世から以降喜田郷(注1)が山田村とな-､どのようにして発展してきたかが､｢加冨大明神託｣　(注4)

かまたにがわ

を通してあ-あ-と読み取れることである.旧垣内(ふるかいと)を中･')に鎌谷州ぞいに住居をなした村民

でんばたか∵)んけいた､

が､田畑の開墾と人ロの増加にともない北の山側に移-住み｢村｣の形愚をなしてきた｡
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さゆうせん･rやくだつなんたねんぐ

日本の国づ--という大きな歴史(注5)　の変化の中で弓肴(戦争および略奪)　の難に耐え年貢に苦しみな

せんだつ

がらも村を守-つ--あげてきた先達の歴史には頭の下がる思いがする.

しんこつみど-さいれいかまくらじだいえど

二､また､中世において村民が､信仰を求め御堂を守-祭礼をあげてやすらぎを求めてきた.鎌倉時代から江､ア

しだいまっさこらいしんとうぷっき▲うしんぷつこんこう

時代末期の日本における宗教は､日本台東の神速の中に沸教が入-.吐み神仏混清(注2)　の時代であった｡

しんでんぷつぞうあんちかんねLあがまつ

当小山田村においても､神殿の中に傭像を妥置し､神主が仏像を崇め絶っていた様子がまざまざとうかがえる｡

とっさおたのぷながほくせいぜかふじんじゃ

また特記すべきことは､一五⊥ハ八年織田信長の北勢攻め以前においては､現直のか富神社から南に向けて
っ-た　　　　　　し　ゃ　か　か　い　と　　　　　　し　ゃ　か　と-　　　　　　　か　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　や　そ　う　た　　　　　　みやぞうはた　　　　　　しんでん　　　　　　　　　　　　　　しんでんそえ

｢佃｣　｢釈迦垣内｣　｢釈迦堂｣　｢加富の森｣　まで､北は　｢官蔵田｣　(宮蔵畑)　｢神田がそわ｣　(神田添)　ま

じんりJlうふそ-かLんたさがわかずますぽっしゅう

での一帯が神領(神社に付属する土地)　であったが､信長の家臣滝川一益が当村に攻め入-ことごと-没収

し上･c･上うかんぬLほたしはきち⊥うかふしんじゃ

され､織田信長の所領となった｡その時期小山田の神主の秦氏は現底の波本町に移-住み波木の加富神社の
かんぬしおやまだかふじん.rチつでんはたかいこん

神主となった｡その後､小山田の加富神領はことごと-田畑として開墾されていった｡何代後か不明ではあ

はたのぷやすちゃ-しはたただやすはざちユう

るが波木町神主の春信妾の時代､春信妾の嫡子秦忠妾が小山田に帰-､その鼻息妾の子が汲木町に残った｡
やだけんもつ

三､矢田監物　(注3)　が小山田村にどのようないきさつで､どのようにして絶え入れられたかが理解できたこと

ばんし上うじ　　　　ゃ　だ　けんも　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　L)んりゅう　　　　　　　　　じゅういちめんかんのんそう　　　　　　　　　　　　じ　そ　う　ぞ　う　　　　あ　ん　ち

である｡また万姶寺が矢田監物の子にょって建立され､十一面観音像､そして地蔵像が妥置されたこと｡そ
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さまさまいんねんあんしJうじかんのんとっあんちはんめい

の仏像が様々の因縁のもとにめぐ-めぐって現車安性寺の観音堂に妥置されていることが判明したときには
みぷる

身震いすら感じたことである｡

み上うじせい

五､最大の疑問点でもあった名字(姓)についてであるが､私たちの受けた誉田から判断すると江･ア時代の皮

みょうじせいかたじつさいえとじだい

民は名字(姓)を語るべからずと思われてきた｡しかし実際は江､ア時代からすでに村内においては用いられていたということである｡(注6)

⊥ハ､また私の驚いたことは､舌代におけるこの地域の人達から現代の人達までの生活の営みが､連綿としてつな

れんめん

が-息づいていることである.また物や場所の名称が､丈字としてではな-｢音(おん)｣として藷-継がれていることである｡たとえば弊嵐谷(へい-じだに)のことを現在の人は｢ヘクチダニ｣または｢ヘチク

きゅうせ.d,

ダニ｣と空目する｡また堂ケ山旧跡の陰涼寺(おん-ようじ)が速生寺とな-､かつては｢おんじょうじ｣と単音されていたものと並測する｡それが現宜の速生寺(えんじょうじ)となってきたことは明白だと
思う｡

これらの事に気付いたとき二千年の歴史がそれほど速-ないように思われた｡

これからも､延々と人々の生活の営みが続いてい-だろうが､平和な未来であることを願ってやまない｡

合掌
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歴史的考察

へんせん

(注1)　小山田の地名の変遷
おうこあしみがわ

往昔､現宜の足見川の流域の名称を葦見回　(あしみた)　と言った｡

た　い　か　　　　　か　いし　ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くに　　　　ぐん　　　　p･?　せ　い　　　　　もう

大化の改新(六四五)　で国･郡･里制が設けられた｡
てんひょうほいしごうせい

大子一二年　(七四〇)　里を廃止､郷制となった｡

し⊥つもてんのっみょ

聖武夫皇の御代､国､郡､里､村､河名寄は､

せいれいこつしにしれいあしみ

二手で泉せという制令(好手二手令)　が出されたので､書見

たあしだおんてん田を葦田と改めることになった｡それにつれて､葦田郷　(あしだごう)　から　｢音｣を転じて喜田郷　(よしだ

いた　　　　　　　　　　　　　　じ　ゅん　わ　み..1うるい　じゅし上り

ごう)　と書-に互った｡(順和名類灸抄)

L.L.う､乙んじんり上うか-だいか

七四〇年項､荘園(各良時代から室町時代にかけて全国にみられた貴族や社寺の私有地)　が起こ-神領が並太化

した｡

あざめいめいしょう

この項から　｢字名｣　はできてきたと思うが､時代にょ-その名称は変化してきたと思われる｡

げ　-う　しん･I▲うも-ら-　　　　　　　　　　　　　　　　よ　し　だ　こ　う　　　　う　ね　め　こ　う　　　　ろ-み▲うご-　　　　　　　　　　お　や　ま　だ　み--や　　　　い　せ　し　ん　く　う　し　⊥　pLl Jl　つ　ち　　　　　　　　　　　　　　お　や　ま　だ

九六二年の外宮神領日銀にょると､吉田郷は采女郷の六名郷に属し小山田御厨(伊勢神宮所領地)　として小山田
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め　いし　上う

の名称が現れる｡

お　ろま　ち　し　だ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　ご　つ　せ　い･r▲く　　　　か　くだ　い　　　　　　　　　　　　や　だ　け　んも　つ

室町時代　(一四四〇項)　土豪勢力が並太した｡矢田監物山田城を築-(一五五一)

めつほう

一五九〇年滅･て｡



こものはんひじかたかつひさ

江戸時代(一六〇〇～)　においては山田村と呼ばれ､菰野藩(藩主土方雄久)　に属した｡

ひじかたかつながこものはんしゅはんせさほうかん

明治二年(一人六九)　七月十六日土方雄永(十二代菰野藩主)が落籍を皐還した｡

は　いは　ん　ち　け　ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　え　け　ん　しも　た　い　い　ち　だ　い　-　よん　の　し　上う-　やま　だ　むら

明治四年(一八七一)七月十四日廃藩置県によ-当村は三貴強下第を太区四え小区山田村となった｡

がっぺいみえくんおやまだtら

明治二十二年(一八八九)小山･山四･大名･堂ケ山の田か村を合併し三貴郡小山田村となった｡昭和二十九年　(一九五四)　山田は四日市市に編入され､四日市市山田町となった｡

しんぷつこんこうほんちすいじゃく

(注2)　神仏混清(本地垂‥哩)

たしんこうしんとう

仏教伝来の当初から多信仰的性格を希った神道は､先進国の丈明を自然にむしろ積極的に受け入れてきた｡

し　よ　っ　と〈　た　い　し

聖徳太子

あっ　　　　さ　んほ　っ　　　-や王　　　　　　さんtr-　　　　　　　ぶつ　　　　ぎ-　　　そう

｢篤-三宝を敬え｡三宝とは仏･法･僧な-｣

じんくうじこんりゅう

各地に神宮寺建立｡

qっぽっ

神は仏法を守る存宜｡

ばさつ

神は菩薩以下　(人間的存宜)

ばさつごう

千妥初期には神にも菩薩号を付け始める｡
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千妥時代中期

こんげんほんちすいじゃく

神-権現　(神は仏や菩薩が姿を変えて現れたものである)　これを本地垂塗ともいう｡

千妥中期から鎌倉時代

ほんちすいしゃく

本地垂迩説が本格化する｡あみだにょらいはちまんだいほさつ阿弥陀如来E*人格大菩薩
た　い　に　ちに...d　ら　い　　　　　　い　　せ　　だ　い　じん　く　り

大日如来E*伊勢大神宮
たいらのdJよも-　　　　　　は　　t　/)よう　　　　い　つ-しま　　　　　　　　　　　　ほ　っ　の　う

平清盛が法華経を厳島神社に奉納する等｡

南北朝時代

はん　は　ん　ち　すいじゃ-　　　　　　　　　　　　　もと　　　　　　　　　　　　　　　　　しんはんぶ　つしゃく

反本地垂迩説　(神を本とする)　｢神本体迩｣出始める｡

汰,ア時代

し　んと　っ　　　　iJゆきょう　　　ぶ　っさよう　　　　は　いせ　さ

神道､儒教が沸教を排斥する動きが始まる｡

明治時代

し　ん･]　つ　ぷ　ん　う　わ　い

神仏分韓令
は　い　ぶ　つき　し　ゃ　く

新仏簸釈
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けんもつばんしょうじかんのんぞう

(注3)矢田監物と万姶寺十一面観音像について

も　ろま　ち　iJ　だ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　しか　が　よ　しは　る　　　　お　っ　み　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　上　うこ　し　ょ　み　さ　iJ Jl　　　　　と

一五五〇年室町時代十二代将畢足利義時は近江の地で･て-な-､葬儀は京都の骨御所御座所で執-行われた｡

すい　そく　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅつしん　　　　け　ら　い　　　　　　　　　　　　　　や　た　けんも　つ　　　　つね　　　　　　　　　･il Lはる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JTんじゅう　　　さわ　　　　　　　　　　　　　　　そ　う　き　　　　　　　さん

推測ではあるが､喜臣の家来であった矢田監物は骨に将軍義時と行動を共にし､臨終の際も立合い､葬儀にも参
れつ

列していたものと思う｡

せんこくぷしょうみだかっせんさいちゅつしゅ-んけんもつ

その頃日本国内では戦国武将が入-乱れて勢力争いの合戦が行われている最中で､主君を失った監物は家族と

かしんていじゅうさが

家臣を引きつれ定住の地を探し求めてさまよっていたのであろう｡

たいはんかqじんしゃみ-Iやしん･L:⊥つとっじカqだ.-

二万小山田村においては村の大半がか富神社小山田御厨として伊勢神宮の神領であった当時である｡｢加冨太

み　ょうじんさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　　ち　いさ　　　I Jlうしゅ　　　　　･Cや-たつ　ごうだ　つ　　　　あ　い　つ　　　　　　　　　　　　　　　　そな　　　　　　　い　な　は　　　　　　　　　　p-千-たつ

明神記｣　によると小山田においても他地域の領主から略奪強奪が相次ぎ､神社に供える稲穂までが略奪されてい

じょ.つdJよ　り　　　　　し　る

たという状況が記されている｡

ていじゅうけんもつ

渡-に船と言うことであろうが､定住の地を求めていた矢田監物が小山田の地に現れたとき､小山田の村民は

けんもつこんがん

この地を守って欲しいと監物に懇願したことは事実であろう｡
けんもつななせんこ-き1Jゆつ･rっざぷぐいけん

監物は七千石の武士であったとの記述もあることから､立渥な武具を身に付け威厳をはなっていたと考えられ
かそ〈ろうとっしゅうだんそうそうじっしさたろっこたろっけんもつ

る｡家族と郎党を引きつれ約二十～三十名程の集団であったと想像する｡実子である兄与太郎､弟小太郎､監物
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とうはんすいそ-さたろうこたろうようみ⊥う

の貴も同伴であったことは推測できる｡与太郎､小太郎はまだ幼名であることからして十歳前後かと思う｡当時

けんもつ

の結婚は十ユハ歳項であろうから監物とその貴は三十歳前後であろうか｡

けんもつし上つおっり上つし

小山田の地に落ち着こうと決心した監物は殿垣内(とのかいと)　と称する田畑を加冨神社から与えられ神領使と

や　ま　だiJ　よ　う　　　　さす　　　　　　　　い･LJ

して山田城を築-に互るのである｡
とっちゃ-　　　よ-わん　　　　　　さ　いやま　　　はちょんくう　　　そっ･rゆう　　　　　　な　か　お　や　ま　はL L　ゅ〈ん　あしかかよしはる　　　　ば　だ　い　　　とL)ら　　　　　　　　　　　ち上りこくざんはんLようし　　　そう

到着の翌年には斎山に八幡宮を連立し､中尾山椅西付近に主君足利義時の書経を弔うための長谷山万姶寺を達

りゅう　　　　　　しゅうい　ちめんかんのんぞう　　　ほんそん　　　　　　　　　　　　　　わさ　　　　　　じ　ぞ-ぶ　つ　　　まつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　っ　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　けんそうぷ　つ　　　ぷ　つそ　っ

立し､十一面観音像を本尊にしてその脇には地蔵僻を絶ったものと思われる｡一気にこのような建造物と仏像を
まつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　っ　　　　　　　　　　　　　　さ　い　せ　い　てさ　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆうq　く　　　iJJlつきJlつ

杷-上げる所から客すると､財政的にはかな-裕福な状況であったと思う｡
けんもつらいそんどっこつけらいなにがしのちけんもつほんぞん

監物束村の時､同行した家来で､その方腕であっただろうと考えられる平尾某は､後の時代に監物の本尊であ
じゅ　ういちめんか　んのんぞ-　　　うらやまはちょんやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　んの　ん　だに

る十l面観音像を浦山人格山の北にあたる観音谷に堂を建て守-通した人物であると思われる｡
け　んも　つ　　　　　お　だ　わ　ら　　せ　　　　　　　しゅつしん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　い　か　　　　　　　　　　　　　　　　　と　う　し　けんも　つ　　　　　　　　　　さい　せ　ん　こ　　　　　　　　　　　　　　　　す　いそ〈

監物が小田原攻めに出陣するまでには的三十年の年月が経過している｡当時監物は六十歳前後であったと亜測

けんもつしゅつじんおp-なにがLとLおししゅやくめおお

する｡監物が出陣の祈､平尾某は年老いていたのかまたは村内および家族を死守する役目を伸せつかったのであ

じしっわかしゅくんけんもつ

ろうか､事実は判らないが小山田の地に残ったのである｡そして帰らぬ主君監物を待ち続けたのだと思う｡
けんもつたしゅ-んじあんかんのんだに

監物の死後数十年が経ち主君が帰らぬ人であることを如-､彼は平尾家の自庵である観音谷のふもとにお堂
かんのんとうこほんぞんじゅっいちめんかんのんそうじそうそうっつとむら

(観音堂)　を建て御本尊(十一面観音像)　および地蔵像を移し弔ったのであろう｡
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しそんひらおしろべいまさ-にかんのんとっぱんし1ういんでんそん

そして監物死後約九十年程経ち､平尾家の子孫に当たる平尾甲望ハ衛故国は観音堂のかたわらに｢万姶院殿尊

さ　　　　　　　きざ　　　　　　　せ　さ　ひ

ぁんしょうi)うらや･Hlばちはんし1う

儀｣と刻んだ石碑(注1)を建てたのであるoそしてその石碑は現車安性寺裏山の墓地に移されている｡｢万姶
いんでんそんさ　　　　あしかがよしはる　はうみ⊥う　　　　　　ひらお　しろ　へ　い　まさ-に　　　せんそ　からおなにがし　しゅ-んあしかかよしはる　　　　やだけんもつ

院殿尊儀｣とは足利義時の法名であるが､平尾甲望ハ衛故国は､免租平尾某の主君足利義時および矢田監物への
ちゅうざおもわすせきひこん-ゆり

忠義の想いを忘れまじとその石碑を建立したものであろう｡
じゅぅいちめんかんのんそつ　　　　　　からおじょ､つえもんとうだい　　かけいだんぜつ　　　　　　　　　　　　　　　や　だ　ら-ろ　え　も　ん

十一面観音像はその後平尾丈宕衛門当代に家系断絶によ-(一七三人年)失望ハ郎宕衛門(注2)の子に渡っ

ら-ろえもんしけあんちのちほっけんじさしん

た｡そして六郎宕衛門は三十七年間自家に妥置した後村内法源寺に十二面観音像を寄進したのである｡しかし

ぁんせいだいじしんほっげん1Jかんのんどうたいはとくしんしゃ

l人五四年妥政の大地震によ-法源寺本堂および観音堂は大破するのであるが､篤信者の子によ-仏像類は待ち

ほうけんしかんのんそ-にJらいそっぷじあんち

出され､その五年後(一人五人年)に法源寺は修逢され観音像および如来像は兵事妥置されたのである｡しかし
めいじじだいはい･1つさしゃ-ほうげんじはいじ

明治時代に入-一人七三年耕仏簸釈によって法源寺は廃寺となった｡その間十五年である｡

に⊥らいそうき上うか-じかんのんぞうあんしょうじれいげん

その時如来像は暁党寺へ観音像は妥性寺に移され保存会の子によって守られ､今なおその霊験あらたかなるお姿
あらわ

を顕しているのである｡

せきひはいめん　　　せLゆ　　けんろ-　　　　　　　　　　がんよせいこ-　とうそん　　からおた　へ　い　　　　　からお　しろ　ぺ　い　よさ-に　はうえい

(注1)石碑背面には施主･元禄四大未七月上旬　願誉政極　当村､平尾多兵衛の父(平尾甲望ハ衛故国)宝永

きざかこち上うきさい

四年十一月二十日､Tと刻まれている｡平尾多兵衛の名は妥性寺過去帳にも記載されている｡

やだろ-ろえもん

(注2)矢田ユハ郎右衛門の名も妥性寺過去帳に見られる｡
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十一両観音像の経路

守

小
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かふだいみょうじんき

(注4)加冨大明神記について

か…いみょっしんさ　　　しょほん　　かJ IJんしゃ　　いせしん-つ　　えんきし-いLや　　　　　　　こつしきしんじゃ　　　　れっき

｢加冨大明神託｣の初版は加冨神社が伊勢神宮の延与式内社(注1)の公式神社として列雪,れたときすなわ

ち九二七年項に書かれたものであろう｡
ほっとっ

冒頭の部分に｢神森(こうも-)｣の･B･に滴れることのない泉があ-､まずそこに榊を建て御堂を建てて｢加

さかさみとう

ふたいみょっしんゆらいおっこかたさち⊥つ

冨大明神｣としたとの由来が書かれている｡神社の往昔を語るものとしては貴書な丁又ではあるが､｢加冨(か

せいしきめいしょう　　　　　　いせしん-つ　　えんさしさ1Jんみょっちょう　　--　　　　　　　　　　　　　　　　∵‥　めいしょっ

ふ)神社｣としての正式名称はやは-伊勢神宮の萱主神名帳に記載(九二七年)されてから以降の名称であろ

さかさとっ

ぅ｡したがって神森(こうも-)の中に榊を建て堂を建てたということは｢神森(こうも-)のお社｣程度に考

やしろていと

LんとうみっきょうみだじゆんすいけんさいじんLや

･含ほうが自然であると思う｡すなわちその時代は神道､密教の入-乱れていた時代であ-純粋に現底の神社と

さもん

言えるかど-かは疑問である｡

たいみょっしんさねんだいへ∵｣つ

そして大明神記はその後､年代を経るごとに書き写され､またそれ以降の事が書き加えられたのだろう｡書き

ねんたいかいすっさださいてい-だいさLゆつ

替えた年代および回数は定かではないが最竺回は書きか,-末代に年乙られたと季夏｡そのため記述の中で
れきしねんたいしるぷ‥こつだいねんたいせんここ…--わ

歴史年代がはっき-と記されていない部分が後代において年代の前後を､還しながら書き加えられているものだ

ころつ　　　　　　　　　　　　　　　　　かたこ　-か　ぶぷん　だんへんてさ　　　　　　　　ねんだいてさ　せいか-　さお-　かた

と思う｡また｢舌老の藷によると-･｣と･言う藷部のロ碑部分が断片的で､なおかつ年代的に正確な記憶で藷

ll



ついっそっなんかいせいりこだい

-継がれたものとは考えに--､なお一層難解な文章となっている｡しかし整理をしながら読んでい-と舌代､
ちゅうせい　　　そんな　い　　　　　　　　　　　　てんへ　ん　　　　よ　う　寸　　　　　　　　　　　　　　　に　ょし　っ　　　ひJlつけん　　　　　　　　　　　もんし　ょ　　　ほか　　　　　　　み　あ

中世の村内における転変の様子をこれほど如実に表現している史書は他には見当たらない｡
だいみ⊥つしんきとうじはつおんはつおん

大明神記には｢神森｣　の横に｢かふも-｣とフリガナがついている｡当時の発音は　｢カフモリ｣　に近い発音であっ

へいあんきしるはつおん

たと思う｡たとえば蝶々　(ちょ-ちょ-)　のことを千妥期には　｢てふてふ｣　と記し､単音もそれに近いものであった｡それを考えると　｢神森(かふも-)神社｣　の音(おん)　をあてはめか冨神社　(かふじんじゃ)　となってきた

じゅぅぷん　　　かんが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たけっちひろお　　　　　　お　や　ま　だ　れ　き　し　と-は　ん　こ　つ　は　ん　　　　　　　　　　　　　　　め　い　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　ふた　い　み　ょう　しん

ことは充分に考えられる｡なお､竹内弘記｢小山田歴史読本稿本｣　によると明和六年(1769)　に加富大明神き　い　っ.I,ん　　　　　　　　　よし　たごう　な　い　し　Jl　じん　じ　ゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　んそん　　　みょうしんき　　　さいしゅうこう記一巻および吉田郷内藷神社l巻を作るとあるが､これが現存の明神記の最終稿であろう｡

へ　い　あ　ん　しだ　い　　　　-つ　　　りよっ　　　か-　　　　せ　こ　つ　さ　い　そ-　　　しゅうせい　　　　　　　ほうて　ん　　　　　　　だ　い　こ　て　ん　の　っ　　　　　　　　　　え　ん　JJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　んさん

(注1)　千妥時代の律･今･格の施行細則を集成した法典で､醍醐犬皇にょ-延喜五年(九〇五)　人月に編纂を
かいLえんちょうかんせい

開始､二十二年後の延長五年(九二七)　十二月に克成した｡

じょぅぷん　　　　　　　JT　つ:よ　っかんせ　い　　　　に　んか　ん　　　　や-し　上　　　　　　　　　　は　いぷ　ん　　　　は　いれ　つ　　　　　　　　　　まさ　　　　　　　　　　まき　　　　　　　じ　ん　さ　か　ん

五十番三千数有余の条丈は､律令官制の任官の役所ごとに配分･配列され､巻一から巻十が神祇官関係である｡

え　ん･dJ L　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じんみょ　っちJlつ　　　　　　　　　　　　　　と　っ　し　　　　か　んL　や　　　　いちらんひょ　つ　　　　　　　き　ね　ん　さ　い　ほ　っへ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　し　んiJ　や

延喜式巻一から巻十のうち､巻九･十は碑名帳であ-､当時の官社のl党友で､祈年祭奉幣にあずかる神社二千

てんしんちさくにくんられつきさいじんしゃしさ

人官六十一社　(大神地祇三千首三十二座)　を国都別に羅列している｡ここに記載された神社が､いわゆる　｢式内
ないしゃしさないトやへいあんしだいゆいしょiJんじゃ

社｣　である｡つま-､武内社は､子安時代(一〇せ絶)　にすでに由緒ある神社として知られていたことになる.

乙　んき　しき　ち　ょ　っ　　　　　お　や　ま　た　み　--　や　　　　あら　　　　　　　　　　　　　　　お　っ　わ

なお延与式帳に小山田御厨が現れるのは応和二年(962)　とある｡
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に　は　ん　こ-　　　せ　い･rつ　　　　お　や　ま　だ　　　　へ　んせん

(注5)　日本国の成立と小山田の変遷

きげんせん　　　　　　　　　　　　　　きゅうせっさしたい　　　　　　　よ　っ　かいちL Lせきち1うさ　　　　　　　なかおやまい　せき　　　　さゆうせっき　　はっ-つ

寧凡前l万年～三万年を旧名各時代という｡四日市市の史跡調査によると中尾山遺跡から旧名蚤が発逓されて

はんだんさいJ=J1つさげんせんおやまだちいさむこうやまおおげん

おり､それらを判断材料とすれば寧空則一万年前には小山田の地域に人は住んでいたことになる.向山､大音､
ぉぉっはいせさ　　　　　　じ1,つもんじたい　　　や　よ　いし　だ　い　　　いせき　　はっ-つ　　　　　　　　　　　　　　　　　わ　だ　　たいらいせき　　　　　　　こ　j　んしだ　い

大坪遺跡からは縄丈時代､弥生時代の遺跡が発掘されている｡また和田ケ千遺跡からは舌墳時代(三〇〇～六〇

よこあなLきせさしつはっけんすいそ-しゅうだんかひとひとす

〇年)　の横穴式石室が発見されていることから並測すると､集団化した人々が住んでいたことになる｡
た　1カ　　　かいしん　　　　　　　　　　　　　　　どっじ　　　に　は　んこ　っ　か　　　　　　　　　せい-つ　　そしきつ-　　　　ほじ　　　　　　　　はんでんLaっしゅ　　ほっ

大化の改新(645年)と同時に日本国家としての成立と組織達-が始まったo鍵田収受の法(652年)に
こせさ　　　　　　　　　　のりぜい　　　き　1)　　　せいてい　　　　　　　　　な　ら　し　だ　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんし上う　　　　　　　　　　さんせいっしんのほっ

より,ア籍がつ-られ納税の義務が制定されたo奈良時代(710年～)　(2図参照)に入ると三世l身法(72

し　ゅ　っち　　　し上ゆっ　　みと　　　　　　　　　　　　　　　　　か∵)ん　　しょっれい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つつ　　　こんでん乙いた　いしゆうのほっ

3年)　によ-私有地の所有が認められ､ますます開墾の奨励がすすめられた｡それに引き続-墾甲水代私有法

こんでんかいはつは-しゃせいさ-けっかちほう

(743年)　によってなおいっそう墾田開発に拍車がかかった｡しかしこれらの回づ--政策の結果､地方の骨
千-　　しんじゃ　　せい-よ-　　も　　　いつかつしょゆっ　　はし　　　　せつだい　　　　せい-よ-　ゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようえん　　さぞ-　　L上やうち　　しん

族や神社が勢力を待ち一括所有を始め､絶大なる勢力を有するようになった｡すなわち荘園(貴族の所有地)神
勺上り　　しんじゃ　　　し　⊥　ゆ　っち　　　　　　　　　　さんLよっ　　　　　かくだ　いかけんしょう　　　お

領(神社の所有地)　(3図参照)　の菰大化現象が起こるのである｡

ふじわらし　　せったい　　　　けん-よ-　　やっ　　へ　いあんしだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きそ-こ　っ　か　　せいJTつ　　　　　　　　　　　　　　　　　か-ち

その中でも藤原氏が絶大なる権力を有し子安時代(794年～)という貴族国家が成立することとなった｡各地
こ-し　　　　　　　　　=　か　　とうせい　　　　さそ-しゅとうがたしゃかい　　たも　　　　　　　　　　　　　　にはんこ-ない　　か-ち　　　と,)　つ　11　し　　-⊥つち　　i･l-だい

に国司をおいて甲家の統制をし貴族主導型社会を保とうとするが､日本国内の各地に土豪武士が領地を並太し､
じ上しよ　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　みなもと印よ-とも　　　　　　かま-らしだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q L Lゆ　とう　かた　　　二　か　　　で　さ　あ

徐々にカを増するようにな-､源頼朝による鎌倉時代(1192-)という武子三尊型の国家が出来上がるので
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ある｡

ぁしかかたかうし　　　たいとっ　　　もろまち　しだ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とっらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねんだい　　　　　　　　　　ち　ほ　っ　J L　た　ち　　-上つ

その後足利尊氏が台頭し室町時代(1400年～)が到来する｡しかし1500年代になると地方武士達が領

ちつはくんゆっかっさよせんこ-しだいとつにゅっだいしJlつあ地を奪いあい卑雄割拠する戦国時代(1500年～)　(4図参照)　に突入するのである｡大小合わせて数千人の
ふL Jlつたち　　　　　　　　　　　　　　-にと-　　かっせん　　　　　　　　　　　　さ　い　こ　　　　　　　　のこ　　　　　　　　　　と-かわい　乙や寸　　　とくか　わ　はく･7　　　　ぇ　と　し　だ　い

武将達と､数育もの国取-合戦が行われ､最後に勝ち残ったのが徳川家康で徳川草原の江･ア時氏(〓ハ〇〇年～)

さんひゃ-ねん　　　いしす乙　　　さす

〔5図参照)　三有年の礎を集-のである｡

と-かわ　は-1　　　ほろ　　　め　い　し　し　た　い　　　　　　　　　　　　　か　いこ-には　ん　　　はL i1　1,)-　　　と　っL Lょがいこ-　　　　あっ

l人六八年に徳川草府は滅び明治時代となった｡開国日本の始ま-である｡しかし開国は同時に藷外国との乱

れき　　　しよっ　　　　　　こ　っ　か　た　い　こ　つ　か　　　　　　　　,)-さい　かん　　　せ　んそ　つ　　　は　っ　てん

韓を生じ､国家対国家という国際間の戦争に発展していったのである｡



(亘⊃　古墳時代(0-500年)頃
加害神社の旧記(古い記録)によれば､昔はこの土地を｢吉田の原｣ (よしたのはら)と称した｡その

頃･この郷の頭(ほとり-先端､或いは目立つ所)に､自然の森があり｢神森｣ (かふもり)と呼ぶ｡自

生の松や杉が一面に生い茂り､老樹･古木が枝をつらねていたが､樵(きこり)が斧鉄(ふえっ-おのと

まさかり)を振うこともなく､また､繁茂する草むらを牛馬が株場くまぐさば)とすることもなかっ
た｡このため草むらは樹木の根を培い､木々の枝葉はいよいよ成長した｡聞くところによれば､こ

の森は｢霊場｣であると言う｡

古老の伝えて言うには､その森の茂みは六､七町四方をこえる広さで､
しかもその境界は限られていない｡今また計ってみると十町以上ある｡

ここに一入の人物が登場する｡ 〔神主･秦(はた)氏の先祖である｡氏の家系は不明〕この人は､森の

東の辺りで､この世に姿を現された神に出違った｡赤白黄光(しゃくびゃくおうこう)の宝珠(ほう
しゆ-宝の玉)を捧げ持ち､どっしりとした大きな岩の上に座しておられる｡お姿は尊く､お顔立ち

から服装まで常人とはまるで違う｡伏して恭(うやうや)しく礼拝した｡その神は､　『我は｢かふ

森｣に住む｡神名(かみな)は神素董烏』 (かふすさのう)とお告げになられた｡ ､直ちにその森の真ん
中にお宮を建て､これをお肥りして､ 『加害(かふ)大明神』と称号した｡その森の中には､自然に清

水の湧き出す泉がある｡その神は､  『神霊ここにとどまり､万民に永久不変の利益(りやく)を授け
ること､雨の時も早(ひでり)の時もこの泉が常に増減なく湧き出ることに例え知るべし』とご託宣

(ごたくせん､神のお告げ)になられた｡ (漂野修甫氏訳　加冨大明神記)より

注､★は分布状況であり'戸数とは関係はない｡

■■
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5 00年頃r吉田郷｣の嶺域想定図
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(亘≡)飛鳥～奈良～平安時代(500-1000年頃)

奈良時代の郡郷制において｢吉田郷｣と呼ばれていた時代であるo (著者添書き)

そのむかし郷民が初めて住居を構えた場所は旧垣内(ふるかいと)と呼ば

れる字(あざな)の田地である｡

数百の歳霜(せいそう)を送って(数百年を経て)･郷民の数は増え､家の数

も年と共に多くなった｡従来の耕地では､老人子供の養いにも窮(きゆ

ぅ)する｡しかし､暮らしを助けるために桑を植えようにも､五畝(ごほ)

の地ではあまりに狭い(五畝の地は｢狭い土地｣の表現であろう)｡そこ

で､郷民の住居を北の山原に移し､旧宅の土地を耕して田地に変えた｡

(茅野修甫氏訳　加害大明神記)より

小

内

魂は人口分布状況であり､戸数とは関係はないo



(壷≡〕鎌倉～室町時代(1000年～1500年)

加冨神社も神供山(みそのやま)の西の小山にご遷座(せんざ)した｡その場所を

選んだのは､そこが我が神の最初にお姿を現された垂迩くすいじゃく)の地であっ

た為でもある｡即ち､現在の社地がそれであり､境内の広さは方(ほう-正方形の

一辺)七町に余る｡はじめて村名を改め加えて『吉田郷小山田村』 (よしたのごう

おやまだむら)と称号する｡これは､民家を小山原(おやまはら)に移し､旧宅を田

地に開いて郷民の産業を盛んにしたことによる｡ (津野修甫氏訳　加冨大明神

記)より

｢境内｣ (けいだい)とは庭という意味ではなく､所領地という意味であろう｡

(著者添書き)

注

･山

山

日コE?  ｣,川｣=　t
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戦国時代(1500年～1600年)

(1466-1469)文正･応仁(ぶんしょう･おうにん)の頃､日本国内で弓箭の難(きゅうせんのなん) -武
士の争い､いくさ)が起こり､西北地域で大いに乱れた｡兵戦は止むことなく､互いに他領を侵し
て境の土地を奪った｡国司への貢物は支障し､神社の供料まで掠め取られて､郷民は大いに悩ま
された｡しかし･郷民にはこれを防ぐ手立てがない｡その頃(1550)丹波の国の生まれで矢田監
物某(やだけんもつなにがし)を名乗る勇士が､国の乱れを避けて当地へやってきた｡郷民は大いに
喜んでこの人物に従い仕え､間もなくこの郷の押領使(おうりょうし-昔､兵を統率して盗賊など
を討つ職｡諸国に置かれた)になってもらう取り決めを交わした｡
永禄(えいろく)十一年(1568)信長公の命で家臣の瀧川左近将観がこの地を領知し､当社の神供
領はことごとく没収されてしまう｡
これ以来･年貢米は年ごとに上げ増しされ､運用(やりくり)は月ごとに苛酷になった｡暮らし向
きの窮迫で平静を失った郷民は､もっぱら地頭や領主の告(とが)めを逃れて､老人子供を飢えや寒
さから守りたいと欲するばかり｡このため互いに競い争って開墾に走り､用水の便のある処は旧
跡や霊場に止どまらず､神殿を葺く茅の刈り場として田畑に開くことを禁じた｢幣闘(へいくじ)の
地｣に至るまで､ことごとく新田にしてしまった｡ (津野修甫氏訳　加冨大明神記)より
竹内弘記によると1688年2月山田法源寺　向山(堂山)より北方〔現在加菖神社西南)に移転すと
ある｡



江戸時代(1600年～)

慶長六年(1601)辛丑(かのとのうし)の年に今の領主､土方河内守雄久侯(ひじか
たかわちのかみかつひさこう)がこの地をご拝領になってからは､国も静まり民も
安らぎ､ようやく平静が戻った｡昔の造りに比べれば､百分の一にさえ満たない
ものではあったが､ここに本社を営み､拝殿を造り鳥居を建て､無窮(むきゆう-
かぎりない)の康栄(こうえい-ゆるぎない繁栄の意)を祈る｡時は慶長十一年
(1606)丙午(ひのえのうま)､十月十三日に遷宮の儀式を執り行った｡
(漂野修甫氏訳　加冨大明神記)より

注☆は人口分布状況であ｡､戸数とは関係はない｡
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えだこう

故郷西山村についてそんら-乙んほうひらのせいさえもん

西山村という村落ができるのは､江,ア時代延宝二年(1674)に京都の人､千野清左衛門が池を掘-開墾し
ひらのしんでんとっほっわだ-できいせん

た千野新田に始まる｡しかし現宜の-ルクロードから東方和田ケ千の一帯は､小山田村が出来る以前(0-50

しゅぅら-かふだいみJうしんやしろまつたJカ

0年)から集落があった｡すなわち神森(かふも-)に加富大明神の社を絶っていた時代である｡しかし大化の
かいトん--か-)んせいさ-かせんちたい1なさ-ら‥lんしんとう

改新(645年)以降の開墾政策によ-､人々は河川地帯での稲作地を求めて韓敢していった｡残ったのは神道

みっきょうきょつしゃつと

および密教の行者の集う地としてであったと思う｡

まっトよつ1とうたさそんさいさよつじゃたちしんこうしゆき⊥つ

小山田村の発祥の地とも言える神森(かふも-)と不動の滝が今なお存宜するのは行者達の信仰および修行の

そんそ-ゆaん,1とったきトゆきょうしゃつとふとっまつ-

場所として存続されてきた所以であると思う｡不動の滝では今なお修行者が集い､西山町においては｢不動祭｣がおこなわれると開く｡

新都禦朴郵革聖,･,ルクロードの走る豊､その中に見る｢不動の滝}猷(.pjは獣郎㌢含お残しているか
有な場所であると思う｡

さんこつぷんけん　　　　　　　　か　ふしんじ　ゃ　こもんL　上　　　　　　　　之だこつにしや･～　た　　ほし　　　　　　さ　　　　さん二つ

なお西山に関しては参考丈敵として｢加富神社亨文書｣よ-｢故郷西山立ち始まりの記｣を参考にしていただ

きたい｡
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え　だこ　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　けうちだ　い　し　ん　　　　　　　　　か　ふ　じ　ん　じ　ゃ　こ　も　ん　じ　⊥

｢故郷西山立ち始ま-の記｣　竹内大兵訳｢加富神社舌文書｣よ-

とっそんゆらい

そもそもかつて当村(西山村)　の立ち始ま-の由来は､字(あざ)　水飲谷　(みずのみだに)　と申す所へ､その

でひゃ-しJlつじゅうき上ずいしん

姓　(せい)　伊藤一族の四､五,ア農業に出す姓いたし住居し､小山田村役人に随･ '?　(つきしたがう)　いたLLとこ

さん

ろ､間もな-京都の産(うまれ)　千野清左衛門　(ひらのせいざえもん)　と申す者､ろうろうとして来たりぬ.た

ひらの

だちに千野､産土　(うぶすな)　の神､入所御霊神(はっしょご-ようじん)　を日項よ-崇敬(すうけい-うやま

乙んはう

ぅこと)　に付き､この年延宝二　(1674年)　甲宙ハ(さのえとら)　二月〓ハ日をもって祭日となし勧請(かんじょ

らい1んしんた-こねが

う=神仏の来臨や碑銘を請い願-こと)　たてまつる｡
ひらのしんでんしょっ

野新田｣　と称す｡

えた,)うし上つしんでん

その故郷　(わかれた土地)　を西山と称し､その新田を｢千

こ｣りょうしゃし

その御霊の神の社地は字(あざ)　宮の前と申す所に杷　(まつ)-､その新田は宮の南東にある田地これなり｡

その後､字(あざ)内,ア谷(うちとや)と小山ケ崎(おやまがさき)　二ヶ所に池を掘-､農場社(いつ-しましゃ)

たところようすいさ,.じんb,んほうねんち.1う

を杷(まつ)　る｡ところの第二火の用心､次に田所の用水にいたすところな-｡この祭神も延宝年中(167

かみねんげんとっめいししっさい

3-1680)　の勧請(かんじょう)　な-.その上の年限よ-当明治四〇年まで､実際二三五年間立つなり｡

はたし

その氏神(うじがみ)または二ヶ所池の神､神主　(かんぬし)時代は秦氏の上せ(じょうこ=おおおかし)　よ
こせいこやすひろとっL･･･く

-五せ後､秦涼太冬青虜(はたせいだゆうやすひろ)な-.この妥虜よ-当職(現職の)暴勇教妥　(はたいさむ
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ねんL'いちょつし上ぜんだいみもん

のりやす)まで入代前な-｡実にこの年代詞書は､はばか-ながら前代未聞の事なり｡

卜L L　.よ

こらい

この地所､高野(たかの)なれども農業のためにと二ヶ所も池を開墾し､次に舌束(おかし)

そせいしょうたほっひゃくしょつ

ゆi御上(おかみ｡草府)､租税上も少しは立て妥きはずな-.ゆえに他方よ-｢入-甘姓｣

ひゃ-こそん-いんちゅう

またありて､もはや村内､今にも亨アにおよぶ･ '?級(こころぐみ=･ '?構え)なれば､村史口月中

Lようひ

ろん他村まで首美(はめたたえる)　いたすところなり｡

よ-新田のところ

よるにん

に　｢寄せ留人｣あ(村役人)　はもち

み　え　け　ん　しも　み　え-ん　お　や　また　も　ら　おおあさ　やまだ　か　ふ　し　ん　じ　ゃ　しゃし･･･つ三貴県下三貴郡小山田村太字山田加富神社社掌

はたいさむの-やす

その時明治四十年統合昆宿十月?望　暴勇教妥

おういん

押印

お　おあ　さ　やま　だ　　　　乙だ　二　つに　しやま

え字山田の故郷西山
いとうへいきちとのかっか

伊藤平吉殿　閣下
そ　ん.T　い　ん　ち　ゅ　う

村吏員や



しのうこうしょうみぷんせいと

(注6)　士農工商の身分制度について(清水度l氏の｢ごさんべえのページ｣より薄暮掲載)わ　きし　きよ　っか　し　ょ　　　　　　　　　　え　と　し　だ　1　　　　　　　　　ふ　し　　　　　　　　　　せい　　　　　な　の　　　　　　　　　　　　　ゆる　　　　　　　　　い　っはん　　　　　　　　　　　おおやけ　　　　　　せい　　　　な　の

歴史教科書には､江,ア時代には武士だけが姓を名乗ることを許され､一般の人々は公には姓を名乗ることが出

せんこ-したいせい

来なかったと書いてあ-ます｡しかし､多-の家では戦国時代に使っていた姓をだいじにしていたようです｡

かこちょりこせさだいちょっこうぷんしょしょめいせいLるそんないほひ

寺の過去帳や,ア籍台帳､また公史書の署名には姓は記されていませんが､村内の取-決め史書､墓碑や位牌には､

せい

きちんと姓が入っています｡
-,なカせいLゆうら-いためいiJこせさへんせいじいっかつ

田舎に行-と同じ姓の集落が至る所にあ-ます.これは､明治の､ア籍錫製時に一括して同じ姓をつけたのではな

さtんえとしだいまえれ.d)し

-て､その起源は江,ア時代よ-前の歴史にさかのぼ-ます.

し　の　う　こう　L Jl　つ　　　　　　　　　　み　ぷ　ん　せ　い　と　　　　　　　　　　　　　　　　　こと　　　　　　　み　ぷ　ん　　　　あいた　　　つ　っこ　ん　　　　さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　っ　さ　い

また､士農工商という身分制度があって､異なる身分の間の通鱒は禁じられていたとも云いますが､これも実際

てってい

にそんなことが徹底できたはずはあ-ません｡み　ぷ　ん　せ　い　と　　　　　　　　　　　　もくてき　　　　　　　A11　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　いか-　　　　わ　　　　　　　ら　あ　ん　　　　　い　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か,よ　うのうぷ　んJT

身分制度を作った目的は､武士とそれ以外の人を明確に分けて治妾を堆祷しょうとしたもので　(兵農分韓)､士
のっこうしょうと-かわけひでよし.pたなカ

農工商は徳川家のオリジナルではな-､秀吉が　｢刀狩-｣を行ったのに始ま-ます｡

しょ-しゅ　　　　　　　　　さ　へ　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　い　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,.,]しゃく　　　こ　つせ　い　　　　　　め　い　し　い　二　つ　　　　　　さよりいく

ですから､職種で人を差別しょうという制度ではな-､そのような解釈は後世の　(明治以降の)　教育から生まれたものと思います｡



げ　んた　い　　　　　　　　　ぺ　つ　へ　つ　　　LJくさよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょうLJい　　　　し　そ　ん　　　　　　　たか　　　　　　しんそ-かんけ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぇ　と　iJ　た　1

現代でも､別々の職業についた二人の兄弟の子孫はお互いに親族関係を続けるように､江戸時代のはじめに上の

こうれいおのおのしそんたがLんせさつ

方から号令をかけても､各々の子孫はお互いに親戚付き合いは続けていました｡
ほっJTつ　　　かた　　　　　　　　かいし仲-　　　　　　　　こせさしょう　　　　ぷ　し　　　　　　　　　ょっじ上　　　　　　　　の　っ　か　　　し⊥つか　　　しょせ　い　　さiaちい　　　　　　　　　　　　　とつ

法律を型どお-解釈して､,ア籍上は武士の家の養女にして農家や商家の女性が侍のところに嫁ぐこともあったよ

れいかいてさ

うですが､そういうことはむしろ例外的ではなかったかと思います.
は〈はんたいせいかく･rつみ-qんせいとさや--す

幕藩体制が確立して束たら身分制度も･広-受け入れられたかというと､そうではな-て､逆にさらに崩れて行き

かへいけいさいしんとっみぷんはいはい

ました｡貨幣経済が浸透して､身分もお金で売買するようになっていったからです｡
けいすちJlつさしそ-ほことしょ-おめいじころひ1んしそ-

系図調査をしていると､｢もと士族｣とい-ことを薄らしげに云う年寄が居られた-､明治の項の稗史に｢士族｣

もしささめいじせい-･1さ⊥つい-なこl

という丈字が刻まれているのを見ますが､これは明治卑府の教育の名残です｡

Lそ〈乙んくみいっれさしにんLさひんじゃ-あき

うちは｢士族｣だからそんな家との縁組みはあ-ませんと云う人に出合って､その歴史認識の倉弱きに呆れることがあ-ます｡

な　ぬ　L L　よう　や

名主　(産屋)

ひょうのうぷん:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　んこ-しだ　い　　　むらむら　　　　　　　　ゆっ･rユ-しわ　　　ちゅうしん　　かたな　　　も　　　　　　みな

兵農分韓が行われる以前の戦国時代の村々では､有力者を中心に刀を希って皆でカを合わせて自分たちの土地

ほとんせいくらゆっ1上-しゃた-わさんJTんむらむらさんこう

を守っていました｡こういう､殆どドングリの背比べの有力者の中から､少しずつカを蓄えて近隣の村々､近郷､
さら　　　　　　　き　んこ　く　　　　　　　えいさJlう:Jく　　　　ひろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんこ-た　いみよ　っ

史には近国へと影響力を並げていったものが戦国大名です｡
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ぇどじた-だいみ⊥つへいあんじだいいらいれきしせんぞあさ江､ア時代の大名の中には､子安時代以東の歴史がある家もい-つかあ-ますが､多-はその鬼､租が明らかでない

げこ-じ⊥うれさしならねんけつ仁っさい

ことが多いのです｡下勉上というのを歴史で習いますが､長い年月の間には実際のところ何が起こっているのか
わかなんと-かえたたかせほろ

は判-ません｡何度も燥-塗される戦いに生き残って太さ-なる家もあれば､攻め滅ぼされた家もありました.
けいさいり...〈　　･1JT上く　　　ちが　　　　　　もかし　　　いま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんせいだ　い　　　　た　　　　　　　えい

経済力と武力は逢う､昔と今では人の考え方が寧っと云われるかも知れませんが､有年(ほぼ三世代)　経てば栄
こ　せ　い　す　い　　　にょしっ　　　かんさ　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゅうせい　　　み　ぷ　ん　　　ひ-　　　　　　　　　　　　　　　さんせ　い　　　　　　　　　　　しゃか　い　　　ちゅうすう　　　か　っや-

祐盛衰が如実に観察できますので､意外に､中世に身分の低かった人々が近世になって社会の中枢で活躍してい

かのうせいひていd,や〈

たという可能性も否定できませんし､その逆もあ-得ると思います｡
せ　んこ-した　い　　　　　　　　ゆうりよ-しゃ　　　　　　　　　　　　　　　い-さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ　]　q　た　し　　　ごうわ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶしJl　つ　　　　え　と　し　だ,)

戦国時代に村の有力者で､いったん戦になれば､ちょっとした大部隊に号令をかけるような武将も江､ア時代に入

あだいみ⊥りけしゅ-し.L.-｣しのうかし･L･うか

ると､或る者は太名家に就職して武士となった-､農家となったう､商家となったようです｡
だ　いみょ　っけ　　　しゅうしょ-　　　　　　　　　　　　　　L J　ん　　　　や　し　き　　　あた　　　　　　　　　　-らい　　　　　とくへ　つ　　　　と　ち　　　　あた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あた　　　　　　　　　　　　　　　　さゆつ

太名家に就職した者は､自分の屋敷を与えられる伍で､特別に土地を与えられてはいません｡与えられるのは給
-ようもてはなしゅうし⊥-せんご-じだいいこうだいみJlう

料のみです｡もともと希っていた広い土地をチ及してまで､就職する人はいないですから､戦国時代以降､大名
け　　　　　　　ぷ　　L

家に武士

しょ-さJlうくんしん　　　　　　　　　　　　しゅっしょ-　　　　　　　　　　　　じ　な　ん.yJrl　う　い　か　　　　　　　　せ　ん　そ　　　　　　　ゆず　　　　　　　　　　　　　し　さ　ん

(職業軍人)　として就職した人は次男坊以下の､免租から複-受けた資産を待たない人だったろうと思

います｡
り上　りちな　い　　　じんみん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や-た　つ　　　　　　　　　　　　にんげん　　　･r　よ　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　んこ　く　じだ　い　　　　　　ゆうりよく

領地内の人民をうま-まとめるには､それに役立つような人間を利用しないチはあ-ません｡戦国時代から有力
しゃしさしょうたいだJた}ちょうなぬしLようや.rようしゅ:よっ

者として村を拍揮してきた小隊､大隊の長は名主　(,庄屋)　として領主に利用されるようになります｡ですから､



ぇどじだい　なぬL L▲つや　　…-にん-と　　　　　　せんそ　たいみ上うけ　　　　　　ある　　　いじょつ　ゆううよくし乃 汰,蒜代の皇(産屋)など村役人を勤めた家は､その-は大-と変わらない､或いはそれ以上の有力者で

ぷしけっ

ぁったものもあ-､｢至などに決して-はとらない｣とい-自信を待って江､蒜代以降も生き扱いていまし

じ　し　ん　　　　　　　　　　　え　と　じ　た､い　こ　う

た｡

小山田の伝説

ひめざよめおとでんせつ鹿勿-(塚落し)伝説

ひ.iうたんいけかまたにがわ,)うりゅつましよ

山田の西方に瓢箪池(地図歪)の水と鎌谷州の合蕩所があ-､その下には堰がある･その堰は深-誉れ

せき　　　　　　　　　　　　　　　せき

せん

ていて､栓を抜-と一気に水が流れ出し大変危険な所であると現宜の人達も語る｡

いつの項かは不明であるが､田へ子息に水を-必慕あったとき､村の-はその急きに晋行-者はな

ゎかよめか-ごせん

かった｡しかし､とある蒙の芸さんが-の覚悟でその栓を扱きに行ったという伝警ある｡｢鹿勿上

､L tJ ㌔.

よめおと

｢嫁落し｣は勇気ある一人の蓬の伝説が､時代を経て建った芸､才で伝わったものだと思われる｡

へ
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こうしんやまこうそう

荒神山の競争伝親
けいおっ

しみずいっかいせじせいあつちゃ-Lゆこうじんやまこうそう

展竺年(一人六大)束蓬を-屋まで収めた清水豪が伊勢路制圧に-したのが､荒神山の掌である｡

しろちょつかんへちょうきちあのつと-なわばり

次望豪は神,アの書と-の徳との縄張-いがあったこの土地に入-､-側に味､オし､太政(山本望

ちょつきち　　　　　　みかた　　　　　　おおよさ



ひさせんとうしゅうだんかいしなのせいあつてんせんおおせはんころうぺつとったいみかわてらつこつりゅつきら

郎)が率いる戦闘集団と､甲斐信濃制圧に転戦する太瀬の半五郎の別働隊を三河の寺津で合流させて､亨良の乍
さちこうじんやまきらにきちこりじんやま

書を大将にして荒神山へ攻め入った｡しかし吉良の仁書は荒神山で討ち死にした｡

ふL⊥つおおまさおおせはんころうきらにさちこうじんやま

この時の事であるが､負傷した太政(山本政五郎)や太瀬の半五郎や享良の乍書の子分達が荒神山から逃げ帰

る途中､山田の河原でばたばたと倒れ,塗んだそうである.その場で死に絶えた子分達もいたという.

ともらふところおさ

息も絶え絶えに帰-着いた子分達は､その後､仲間の死を弔うために懐に収められる大きさの石を清水から待ち

はちまんやま

運び人格山に並べたという｡
やだけんもつ

矢田監物の伝説おだのぷながほ-せいやだけんもつやかた

織田信長の北勢攻め(一五六人年)のとき､矢田監物は村を守るために｢館｣(地図参照)から馬にまたが-､

こうかいL▲はちまんやましん

現宜の碁会所を通-山の束の道からの人幡山へとかけあが-陣をなしたという｡そして矢田'ひろ(地図参照)か
けらいしゅつしんころうけんもつやかたへつめいひめやしさ

ら家来を引きつれ出陣して行ったと開- ｡また舌老の藷によると､｢監物の館｣　のことを別名｢雄屋敷｣ともい

けんもつひ〆い-さけんもつつまやしきゆらいでんせつ

ぅ｡それは監物がほとんど日々を戦いに明け暮れて過ごし､監物の貴が屋敷を守っていたことに由来する伝説で

やかたにしあとちさこ-んとうこさいトづか

あろう｡｢館｣　の西跡地には一基の五始の塔と五基の石塚とヘ-ベの木(へぼがや)があったそうである｡それ

けんもつつまつかさ

らは監物の貴の塚であったと開く｡



｢きつね火｣伝説

しゅっさJiころう

山田束に住賃かまえる-の藷であるが､｢若いころ-の-の窓から書メートルほど南の丘陵(字名

さゆう-よっ　　あざめ　い

おおけん

太三地図歪)笠)を見ると､火の玉がボーッボーッとあちらこちらに穐び火して見､是｣と苦れる｡

ぬまさわ

｢きつね火｣とは沼沢や墓地などで､雨が降った-､間の雷どに燃､-還する-い笠｡鬼火とも,言う｡

やみふゆっ-んこうおにび

動物の死体の中のリンが燃えてできる火の玉のことである｡｢さかさま｣伝説

あしみかわ

山田町の北側に足見川が流れているo農地及きよ--ゆるやかな助線を-ながら流れているが､以前

だこう

はもっと芳し今とは違った流れだった｡その川上の部分に束に向か､つ下-の流れが､すぐさま西向きの流れと

せったこつ

なって想像を絶するほど芳(地図-)している場所がある｡そのことを村人は｢さかさま｣と言っていたそうである｡
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｢首勿-場｣伝説
せんJ)-じたいまっき　たんはしゅっしん　-ちば-ふ　　　　あしかがよしはる　つか　やだけんもつ　　ぶしょう　　　しゆ-ん　　ほうろう

戦国時代末期に丹波出身で-草原十二代-慕-に仕,--監物という武将がいた.妾の死後震



のち　　　　　　　　　　　しゅうきょ　　　　　　はちょんやま　　　やしろ　　　かよ　　　　　　　　　　　　　　　　せんらん　　　prやくだつ

の後小山田に住居し､人格山に社を構えて小山田を戦乱､略奪から守ったと開く｡
けんもつやかたつちもり

監物の住まいである｢館｣　(地図参照)のかたわらに小高い土盛-があ-､当時の｢首勿-場｣　であったと開く｡何の目的で､尊を切ったかは不明であるが藷は今に伝わっている｡
･･1　･L..　　　　　　　　　　　　　.'　-I

｢夜泣きの井,ア｣伝説

おやまだのっき上うあたこやまさんじ-つたかだ,}

現在の小山田農協のある地　〔地図参照)は昔小高い山(愛宕山)であった｡その山上には高台にもかかわらず

かたわほこら

滴れることのない小さな池があったと開- ｡その傍らには司が建ち､夜泣きをする子をおぶってお参-をすると､

でんせつほこら

その子は｢夜泣き｣をしな-なったという伝説がある｡場所が変わっているがその詞は今でも大功に守られている｡

いせ･まい

｢お伊勢参-｣伝説ぇとじだいめいじじだいいせまいとっそん汰,ア時代から明治時代にかけて､一生に一度はお伊勢参-をするのが夢であると言う時代であった｡当村にお

Lかよち上さんお-たいようかがく

いても然-で､預貯金をしてお伊勢参-に出かけたそうである.その祈､山田の村人達は､現在太陽化学の南を

ぅっぺがわみお-とうじしかかまはL

流れる内部州まで見送-に出たそうである｡その当時今の展開椅はな-州に飛び石が並べてあったと開く｡

うつぺがわ

数日後｢お伊勢みやげ｣を巣しみにして､村人達はまた内部州まで出撃乙に行ったと開く｡

ぇどじだいわかLゆ-とさおりわか

直藤小山田に伝わる藷ではないが､江,ア時代村には若衆という十五歳以上の若い男性の組織があった｡時祈若



しゅうれんちゅう

もちろん

衆連中が寄-合ってお伊勢参-を計画した｡鉄道も自動車もなかった当時､出かけるのには数日かかった｡勿論
きんせんてさよゆうわだいとしころL)すめ

金銭的にも､時間的にも余裕のある若者が集まった｡決まって出て-る話題の中, ')は､年項の娘さんをどのよう

さそしんそう･rlうナ1)つか,)んき

にして準っかであった.特に､準窓に育つ良家.の娘さんを連れ出すことは難しい事であった｡婚期が今と建って

けっこんほとんおやどっし

二十歳以下､十六､七歳項であった上､結婚は殆ど親同士の話し合いで決まっていたので､籍埜別の娘さんが若

とうせんげんかんしJlうめんきさそ

い男性牢と一緒に泉をすることなど､考えられないことであったはずであるo当然､玄関から正面切って準っ事

qかのっわかLゆうたちちえLー

など不可能であった｡若衆達はあの子この子と知恵を絞らなければならなかったと言うことである｡出発の朝､

めあた〆じた-いっこうくわ

まだ暗いうちに､目当ての娘さんが旅支度をし､こっそ-と家を抜け出してお伊勢参-の一行に加わった｡一生

あるみこんこつさい

に一度はお伊勢参-と言われた旅であったから葦されたのであろうか､或いは未婚の男女の交際､若い娘の社会

わか

経験などに対する知恵であったのであろうか.娘さんが抜け出しても､お伊勢参-に出かけたと判れば両親は後

いちp.TユうしつわかLゆう

を追わせた-して騒ぐことはなかった.一両日すると､若衆の代表と娘さんからのチ紙が届けられ､お伊勢参-

-わゆぴおかぞすいっこう

の日程が詳し-知らされた｡両親は娘の帰-を拍祈-数えて待つだけであった｡お伊勢参-を済ませた一行が帰
きそんむらはず

村する日､両親は村外れの並木道まで出かけて娘達一行を準乙た｡子を取-あい､渡を流しながら､, ,)なしか大
ぉとなとうこ-わかしゅっこころづ

人びてしっか-した娘の兵事を喜び､同行した若衆や代表に･ I)付けをし､お礼を,言ったということである｡



さ　か　の　うえた　も　らよ　る

坂上田村九に関して

ち上〈せつでんせつえそちせいはつさかのう乙たむらまるいせこくし

これは直凍小山田に伝わる伝説ではないが､蝦夷地征伐で名高い坂上田村九は810年～823年に伊勢の国司

ふ　に　ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すずか　せ　いば　つ　　　じょうさJl,つ　　　　　　　　　ぶ　ゆ　り　で　ん　　　　のう　　　　た　も　ら

としてこの地に赴任した｡その時の鈴鹿征伐の状況を語る武勇伝が飽『田村』　の中に出て-る｡
すず　か　やま　ごりゅ　つはいせ　つさ上-　せ　ん　じ　　　　　　　　さ　のうえた　もらよる　　　　　　　　　せ　い　いたいしょうぐん　さ　か　の　う,k,たia　らよる　　　　　　　　　　　　せいしゅり　　　い　せ　　　　　すす　か　やま

鈴鹿山五流廃絶助宣旨によ-坂上田村丸(ワキ･征夷大将軍坂上田村麻呂のこと)が勢州(伊勢)の鈴鹿山

あかがしらしろうし上う-ん･t.,じんたいじたずさ

に住む赤頭の甲即将軍という鬼神(シテ)を退治に行- ｡鈴鹿山につ-と一人の美人が居るので名前を尋ねて鬼
じんいはし⊥すずかひめさじんおうしゅうあたちはら

神の居場所を開- ｡女性は鈴鹿雄といい､｢鬼神は奥州妥達ケ原に行っているので､明け方にならないと帰って

すずかひめきしんりらしさいてだすたむら

こない｣という｡そして鈴鹿雄は｢鬼神を討つなら､私(鈴鹿鹿)も怨む子細が有るのでチ助けします｣と田村
まるせいはつ

丸に征伐をお願いし､夜の明けるのを待った｡
きしんあかがしら　　　しろうL Jlうくん　　　あ　だ　ち　　　はら　　　　　　　　さや-じん　　　まね　　　　　　あが　　　しゅえん　　　　　　　　　　　L　ゆえん　　　さいちゅつ　　　き　し　ん　　　　すず　か　ひ　め

鬼神赤頭の甲叩将軍は妥達ケ原からの客人を堰いて崇め酒宴を開-｡酒宴の最中､鬼神は鈴鹿姫が居ないので

まいひめはねまいあいまいみところさかのうえたむらまるじゅつしゃ

心配になる｡舞姫二人登場し｢羽の舞｣を舞う(初発いが見所の一つ)｡舞いが終わると坂上田村九と従者二人

くんせ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　とっじ･L.う　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐんせ　い　　　き　じ　ん　　　あ　っとう　　　　　　た　いさん　　　　　　　　さかのうえたもらよる　　　　　　　　　　　　さ

(これが軍勢をあらわす)が登場し斬-合いになる｡軍勢は鬼神に庄倒され退散する､坂上田村九が登場し鬼じんいっさっちし⊥つqすずかひめ〈ろかわのうどくとくきつ

神と一騎おちになるが勝負がつかない｡そこに鈴鹿雄が赤いタスキをして登場(黒川飽独特の着付け､タスキ
ろうとうきじんすけだちさじんゆうせい

は労働していることを表現するきま-)して鬼神に助太刀をすると見せかけ､鬼神に討ってかかる｡優勢だったさ　じ　ん　　　巷へ)かり　　おうせん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さかのうえたもらよる　　　す　ず　か　ひ　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ろ　か　わ　の　っ　お　う　ざ　さ　い　さ　ろ　く鬼神は銀で応戦するが､だんだんカつきて､坂上田村九と鈴鹿雄によ-討たれてしまう｡(黒川飽王祇祭記銘)
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さかのっえたもらまるまつこりがしっちやよち⊥うたもらじんじゃ

坂上田村麻呂を絶った神社が全国各地にある｡その中のひとつでもある甲賀市土山町にある田村神社では､

すずかとうげたいじや-よけまつり

鈴鹿峠の鬼を退治したという伝説にちなんで始まったといわれる｢厄瞭祭｣が毎年行われている｡現底の山田町

たもらまいほまヤ

内でも｢田村藷-｣　といって破魔矢を受けてこられる方がいると開- o

あとがき

お　や　よ　だ　　　　れさしわんび　⊥う　　　　さ-せ　い　　　　お　　　　わたし1Jしん　　　　　　　　　　　　よ　そ　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　い　q　　　　　　　　　　　　　ことから　　　あき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おどろ小山田の歴史年表の作成を終え私自身まった-予想だにしなかった細部にわたる事柄が明らかとなった｡驚き

さ-せいおおかたここもしゅうじつ

でいっぱいである｡作成にあたっては多-の方からアドバイスをいただき､個々にお待ちのた-さんの充実した
し　り⊥　う　　　　て　いき上う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお　　　　　　　さ　んこ　う　　　　　　　　　　　　　　こと　　　　か　んし　ヤ

督科を線供していただき､大いに参考になった事に感謝している｡

せんしんたちこつだいひとたちじぷんおやまだれさしつたきもちあつかんが

また先人達がいかに後代の人達へ､自分たちの小山田の歴史を伝えたいという気韓が篤かったかとしか考えよ

わたしまつだいつためぐあなにいんねんおも

うがない｡それをまた私が末代へ伝える巡-合わせになったということは何かの因縁としか思いようがない｡
おや,H{だれさしqかえ-ぷんじだい小山田の歴史を振-塗ってみると､まず大き-区分すると0年から500年までを｢神森(かふも-)　の時代｣､

かいこんじだいじん:⊥つ

500年から1000年までを｢西の官､開墾の時代｣､1000年から1500年までを｢束の宮､神領の時
だいやだけんもつとっらんじだいは-はんたいせいあんていじだい

代｣､1500年から1600年までを｢矢田監物と動乱の時代｣1600から｢幕藩体制と草足の時代｣､

かいこ-じだいたいへつおも

1900年～｢開国の時代｣　に大別できると思う｡
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か　ふ　だ　い　み　よ　う　し　ん　き　　　　　　　　し　んじ　つ　　　　　った

わ　んか　ん　　　　　　　　　　　　　　　おら　　　　　れ　/I L　　　　　も　のが　た

もし　｢加富大明神託｣が鼻実を伝えているとすれば､おおよそ一五〇〇年間におよぶ村の歴史を物語っていた



なそぷんしょうかふだいみ⊥うじんさひもと.rかい

のである｡そのことに気付いたとき謎のような丈幸であった　｢加富大明神託｣が紐を解-ように理解ができるよ

ち　め　い　　　　ば　し　ょ　　　　かんけ　い　　　めいL Jlう　　　　い　み　　　　　　　　　な　い･･1う　　　かんけ　い　　　す　いそく

うにな-､地名と場所の関係､名称の意味とその内容の関係が並測できるようになった｡

おやまだおおてんかんきやだけんもつらいそんおやまだそんない

また､小山田の大きな転換期は1551年の矢田監物の束村であると思う｡すなわち､小山田の村内における

けつみゃ-　　　や　だ　け　ん　も　つ　ら　い　そ　ん　い　せ　ん　　　　　　　　　　い　こ　う　　　　　　　　　　　　　　　　へ　ん　か

血腺が矢田監物束村以前とそれ以降とは太さ-変化したと思われる｡
せいれさねんころならさJlうとおうみこつ-ゆうけんもつらいそん

西暦500年項から杏良､京都､近江との交流もあることから､官パーセントとは言い切れないが､監物束村

い　せ　ん　　　　お　や　ま　だ　　　　そんな　い　　　　　　　　けつみゃ-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けんも　つ　　　とうし上り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　いら　い　たし　ゅ　　　けんもつ　　　け　ら　い　　　せんこくか-以前の小山田は村内だけの血脈であっただろうが､監物の登場によってはじめて外来多種　(監物の家来は全国各ちほうあつひとたちけつみゃ-ほいこえとじだいはいひらおかけい地方から集まった人達であったと思う)　の血脈が入ってきたと思われる｡そしてその後江,ア時代に入-平尾家系
しチつや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けんもつ　　　　　　　　　　　　　　か　し　ん　　　　し　そ　ん　た　ち　　　　や　ま　だ　iJ　ら　　　けん　いんやく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅうぷん　　　かんが

が産屋となっていったということは､監物およびその家臣の子孫達が山田村の牽引役をなしていったと克分に考

けんさいやまだちょうや-さんわりやだせいそんない,乙とじだいせいつ

えられる｡現産山田町の約三割が｢矢田｣姓である｡村内においては汰,ア時代から姓は受け継がれてきたという

さっち上つけいけつろんやだけんもつおやまだてんかんさ

ことから客すると､直系であるかどうかの結論は出せないが､矢田監物は小山田における大きな転換期をつ--だしたキーマンであったと言えるであろう｡

はんしょう　いんでんそんざ　　　　　　ささ　　　　　　　　　い　っ　dJ　　　　はか　　　　さ　も　ん　　　かん　　　　　　た-ほん　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　や　ま　だ　　　　れ　さし　た　んは　う

｢万姶院殿尊儀｣と刻まれたl基の基に疑問を感じ､鹿本を取ったのがきっかけとな-､小山田の歴史探葛と
そうだ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんか　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　や　よ　だ　　　　れ　き　L qか　　　　　　みり上-　　　れきしねんひJlうさくせ　い　　　じ上うねつ　　　　　　　　　　　　　　　い　っ　さ　　　　し

いう壮大なるロマンへと展開していった｡小山田の歴史の深さと魅力は歴史年長作成の情熱をかきたて一気に仕あ上が-までたど-ついた｡
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やたけんもつみc'./＼tんもつおやまだれさしたんばうたぴと

矢田監物の魅力とロマンに取-つかれ､監物で締め--った小山田歴史探葛の旅のページをこのへんで閉じた

いと思う｡

わんぴょ-さ-せい　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　ち　ゅ　う　い　じ　こ　う

年表作成に当たっての注意事項

しゅっ　てんL･T...う　　　　　　　　　ねんだ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し.rよ　っ　　　　　　　　　き　さ　い

l､出典穿科によ-年代の-いちがいがあるがその資料のまま記載した. ｡

しゅっ　てんLpL:よう　　　　　　　　　ど　う　し　こ-　ち　ょ　つふ-ぷ　ぷ　ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　さ　い

二､出典脊料によ-同事項善後部分があるがそのまま記載した｡

平成十八年　七月

ずいうんさんあんしょうじ

瑞雲山妥性寺　第十人せ

こうじゅいんきしゅつ

杏樹院宜秀
たけ　　　　-ち　　　　よし　　　　ひで

竹　内　宜　秀　著


